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[bookmark: _GoBack]令和6年3月6日（水）19：30分より川崎市多摩区休日夜間急患診療所2階会議室にて川崎市多摩区三師会研修会が行われた。
川崎市多摩区薬剤師会 鈴木勇太理事の司会の元、吉澤千代子薬剤師会会長の開会挨拶があり、管野君子理事が座長となって講演が始められた。
講師は日本経済大学大学院経済学研究科、赤瀬朋秀教授が行った。
議題は医薬品の供給不安で、きっかけは小林加工の不正問題による業務停止や薬価の低下であった。
しかし赤瀬朋秀教授によると根本原因は
1 後発医薬品の業界構造と産業構造
2 サプライチェーンの限界と脆弱性
3 薬価制度の制度疲労
に集約されるとの事だった。
講演後のディスカッションでは活発な議論が行われ薬局は当日何の薬が入るか分からない程、とにかく薬がない日が続き、薬の流通の流れが分かるように国の政策をしてほしいとのお話だった。
盛会の後、岸忠宏医師会会長の挨拶で閉会となった。
薬の供給不足は2、3年続くとされているらしく国には早急に新しい薬価の仕組みや評価の基準を打ち出してもらいたいと感じた。
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